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例は Ramstedt手術後 1カ月に噴門弛緩は消失したが
第 8胸椎に半側脊椎を合併する l例は 5才時の現在，週
期性日匝吐症をみている。
質問 成瀬孟(千葉大〕 
Pylorusstenose，Malrotationなどレ線上明らかな場
合は除いて，新生児・乳児において幅吐のみられる生理
的幅吐や髄膜炎・水頭症などの中枢神経疾患，あるいは
先天性副腎性器症候群を幅吐時透視すると Chalasiaと
レ線上区別できるかどうか? というのは，幅吐，脱水
を主訴として入院し，透視の結果 Chalasiaと診断され
たが，後で先天性副腎性器症塩喪失型(本症は幅吐をき
たす)と判明した例があったからです。まれな疾患同志
が合併したきわめてまれな例ということになりますが。
解答 山上欽也(千葉大)
生理的幅吐と本症との鑑別は本症の定義として頑固に
持続する幅吐，またレ線上体位変動，腹圧を加えること
等にて鑑別できる。他疾患擢患時，偶然噴門部移聞のレ
線像を得た時，ただ一枚のレ線フィルムのみにてその差
異を見出すことは無理と思われる。副腎性器症候群と本
症との合併例は文献的にも知らない。
本症は非常にまれな疾患ではなくレ線検査にてより多
く見出されるものと思われる。 
15. 新生児特発性高ピリルピン血症に対する交換輸血
適応基準としての P・s.pbinding ∞pacityの臨床
的意義 
0杉岡昌明，山本洋三，安達元明
阿部一憲(千葉大〉
新生児特発性高ピリ Jレピン血症の交換輸血適応血清ビ
リノレピン値は諸家により意見が異なる。近年，核黄症の
発症には，血清アルブミンと結合していない拡散性の非
抱合型ピリノレピンが重要な因子であることが注目されて
きた。演者らは Waters & Porterらの PSP結合予備
能が，交換輸血適応基準としていかなる臨床的価値を有
するかを，未熟児，新生児高ピリ jレピン血症血清，開帯
血清，交換輸血前後の血清，対照血清を用いて臨床的，
ならびに試験管内実験的検討を加えて得た結果を若干の
考察を加えて報告した。すなわち， PSP結合予備能は
血清ピリ Jレピン値の限界値に比して個体性があり，核黄
痘の潜在的危険性を予知する一つの臨床的指標となる。 
PSP結合予備能 50r/m1， 色素結合比 25以下では交換
輸血の選択をすべきと考える。 
16. 腸重積症の非観血的治療
篠本直(船橋中央病院)
昭和 35年以来 26例の本症に遭遇した。
男女の比較では男は 17例 (65.4%)で年令的には生後 
3ヵ月から 5才までの聞に発生し， 5，-_，.10カ月が 15例 
(57.7%)であった。来院する時の主訴は幅吐，血便，不
気嫌が多かった。腹部腫癌の触知率は 84%で， 右季肋
部が 47.6%で最も多く， 次いで、上腹部の 19%であり，
この附近に全体の約 2/3が触れることになる。
発病より治療までの時間と予後についてみると， 3時
間半ないし 36時間に及ぶが， 36時間まで非観血的整復
に成功している。
成功率は 88.5%，手術倒は 3例 (11.5%)，死亡率は l
名 (3.8%)であった。
質問 神田勝夫(君津中央)
再発例は手術の適応はありますか。
解答 篠本直(掛橋中央病院)
再発例 3例はその後，再発をみない。
この程度のものでは，経過をみて，年令の増加による
発生の減少を待ってよいと思う。
追加 吉田全次(順天堂大小児科) 
I1eus再発例の問題ですが， 私も昨年より本年にかけ 
4回の再発をみた例を経験致しました。小児外科に相談
致しましたところ， かかる症例の手術は Resectionが
よいとのことでした。 
17. 乳幼児肝疾患の超音波所見
吉田全次(順天堂大〉
可聴音より周波数の高いものも超音波と呼ぶ。われわ
れが診断に利用している 1'"Y1OMCの超音波は指向性が
鋭く，媒質内を直進し，音響インピーダンスの異なるも
のに当たれば一部は反射し，ブラウン管上にエコーを生
ずる。また異常組織と正常組織では超音波減表も変化す
る。
正常肝に超音波を入射しでも特別なエコーを認めない
が，肝に幾分か線維化があれば微細なエコーを，硬変す
ればかなり著明なエコー，腫療では不規則な連続エコー
と超音波減衰の変化を生じた。
今回は新生児肝炎，先天性総胆管嚢腫，先天性胆道閉
鎖，肝癌などの超音波像を供覧し，本検査法は何らの苦
痛や障害をも与えることなしに，肝内の性状をかなり正
確に知りうることを述べた。
質問 杉岡昌明(千大)
肝疾患において liverscintigramと echogramを対
比して echogramの長所をお聞きしたい。
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質問 中島博徳(千葉大)
たいへん有用な検査で興味深く拝聴致しましたが肝疾
患の診断適中率はどのくらいでしょうか。
解答 吉田全次
超音波像は肝内の様子を忠実に反映致しますから，正
常， 線維化， 腫蕩などの像を誤ることはまずありませ
ん。ただしその像の解釈の難かしい場合があり，胆管閉
塞と胆管嚢腫を間違うことは有りうると思います。 
18. 小児の感染症における Cephaloridineの使用経験 
0阿部靖子，村松芳子(千葉大小児科) 
Cephaloridineを年令生後 10日の未熟児より 9才ま
での尿路感染症 9例(うち， 合併症 3例入 呼吸器感染
症 8例，化膿性髄膜炎 3例，その他に使用し，有効と認
められたものは 20例中 12例，無効 3例(うち死亡 2例)
不明 5例であった。特に副作用は認められなかった。
さらに種々検体より分離された病原性を有すると考え
られる各種細菌478株に対し， 各種抗生剤のデスク法
による感受性検査を検討した。 Cephaloridineは一部 
Pseudomonasや Cloacaのごとく無効または感受性の
少ない菌種もあるがグラム陽性菌よりグラム陰性菌に至
るまで広い抗菌スペクト Jレを有していた。
また， Cephaloridineと Chloranphenicolとの感受
性を比較した結果は， Staphylococcus aureus，Strept・ 
ococcus hemoliticus，Diplococcus Pneumonia，E. 
Coli， Proteusに関しては， Cephaloridineの方が感
受性出現率が高く， Hemophilus と Cloacaは低く， 
Pseudomonasは両剤とも 0%であった。
質問 吉松彰(墨東病院小児科)
未熟児に対し Ceporan，r-e田inの使用量は，どのよ
うな量を有効，安全量とお考えになって御使用になりま
したか。
解答 阿部靖子(千葉大)
未熟児に CERを用いる際，その投与量が，問題にな
ったが，分離された E.coliに対して， CER.と CP.が
感受性を示したため， CP.は未熟児に用いて副作用に留
意しなければならないので Penicillin系に似ていると
いわれる CERを， CP.の投与量に準じて用いた。特
に投与量の基準をきめることはできなかった。 
19. 小児の気管支分泌物よりの Hemophilus検出成績
とその症例の検討
上原すず子， 0野本泰正
寺島周(千葉大)
各種呼吸器疾患患者の洗糠曙疾中に認められる病原性
菌のうち Hemophilusに関して検討した。年間出現率
は 12，1，2，3月と 8，9月にピークがあった。各疾患
別には， 反復性気管支炎患者略疾の 70%に証明された
が，急性気管支炎では 27%であった。 Hemophilusが
曙疾中に証明された 78名の患者では， 臨床的に塔疾と
咳販がほぼ全例に認められた。理学的所見では，咽頭発
赤と扇桃腫脹のあったものが多く，反復性気管支炎患者
には胸廓の異常がよく認められ，胸部の打聴診で約 65%
に異常所見があった。検査所見では記載のあった 64%
に白血球増多症があり， 約 80%に赤、沈値の促進が認め
られた。菌の凝集反応を Mayの方法で行なったとこ
ろ， 反復性気管支炎患者の 100%に250倍以上の titer
上昇を認めた。皮膚反応を Hollister-Stier社製抗原を
用いて行なったが， 皮膚反応の 24時間値が凝集反応と
平行しているようであった。 3濃度ディスクで CP， 
TC，SM，KM，PcAが良い感受性を示した。 
20. Herpes Kaposiの 1例 
0内田佐太臣，伊藤純一，斎藤裕康
吉田亮(千葉大〉
私達は昭和 41年 11月下旬， 1才 2ヵ月の男児で，ア
トピー性皮膚炎と瑞息の治療中に，モニリア症を合併し
た HerpesKaposiの症例を経験した。
既往歴に種痘性湿疹がある。
痘捷様発疹は顔面，特に口居周囲および眼験周囲に多
く，頚部，項部，前胸部，下腹部に散在性に出現す。
検査所見では，単純へJレペスウィルス補体結合反応の
上昇を認めた。免疫グロプリン，ガンマグロブリンに異
常は認められなかった。
治療は輸液，プラズマ静点，二次感染および後に生じ
た多発性舗に対し，アクロマイシンの外用，スタフシリ
ンV，アイロゾンを使用，軽快した。
以上 HerpesKaposiの症例に若干の考察を加え報告
した。
質問 中山喜弘(九段坂病院) 
Herpes Kaposiに Steroidを使用することは有効な
のか，無効なのか。あるいは使ってはいけないのか教え
て下さい。
解答 内田佐太臣(千大小児)
以前の報告例にて副腎皮質ステロイドホJレモンを使用
し有効で、あったという報告がありますが，最近本疾患は
副腎皮質ステロイドホノレモンの乱用に由来するとされて
いますので本症例では副腎皮質ホルモンを用いておりま
せん。
